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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 13日 (2007.8.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 共 重 合 に 当 た っ て は 重 合 触 媒 が 用 い ら れ 、 か か る 重 合 触 媒 と し て は 、 例 え ば ア ゾ ビ ス イ
ソ ブ チ ロ ニ ト リ ル 、 過 酸 化 ア セ チ ル 、 過 酸 化 ベ ン ゾ イ ル 、 過 酸 化 ラ ウ リ ル 等 の 公 知 の ラ ジ
カ ル 重 合 触 媒 や ア ゾ ビ ス ジ メ チ ル バ レ ロ ニ ト リ ル 、 ア ゾ ビ ス メ ト キ シ ジ メ チ ル バ レ ロ ニ ト
リ ル 等 の 低 温 活 性 ラ ジ カ ル 重 合 触 媒 等 が 挙 げ ら れ 、 重 合 触 媒 の 使 用 量 は 、 重 合 触 媒 に よ り
異 な り 一 概 に は 決 め ら れ な い が 、 重 合 速 度 に 応 じ て 任 意 に 選 択 さ れ る 。 例 え ば 、 ア ゾ
イ ソ ブ チ ロ ニ ト リ ル や 過 酸 化 ア セ チ ル を 用 い る 場 合 、 ビ ニ ル エ ス テ ル 系 モ ノ マ ー （ i） に
対 し て ０ ． ０ １ ～ ０ ． ２ ｍ ｏ ｌ ％ が 好 ま し く 、 特 に は ０ ． ０ ２ ～ ０ ． １ ５ ｍ ｏ ｌ ％ が 好 ま
し い 。
　 ま た 、 共 重 合 反 応 の 反 応 温 度 は ４ ０ ℃ ～ 沸 点 （ 使 用 す る 溶 媒 に よ る ） 程 度 と す る こ と が
好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 か か る 方 法 に お い て は 、 化 合 物 （ ii） の 含 有 量 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ０ ． １ ～ ２ ０ ｍ
ｏ ｌ ％ と す る こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ５ ～ １ ５ ｍ ｏ ｌ ％ 、 特 に 好 ま し く は １
～ １ ０ ｍ ｏ ｌ ％ 、 殊 に 好 ま し く は ２ ～ ７ ｍ ｏ ｌ ％ で あ る 。 か か る 化 合 物 （ ii） の 含 有 量 が
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０ ． １ ｍ ｏ ｌ ％ 未 満 で は 架 橋 剤 等 と の 反 応 性 が 低 く 、 水 溶 液 の 粘 度 安 定 性 の 点 で 改 善 効 果
は 認 め ら れ ず 、 更 に 高 速 塗 工 時 の 塗 工 性 も 低 く な り 、 ２ ０ ｍ ｏ ｌ ％ を 越 え る Ｖ Ａ 系 樹
脂 被 膜 の 耐 水 性 が 低 く な り 好 ま し く な い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 か か る 方 法 に お い て は 、 化 合 物 （ iii） の 含 有 量 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ０ ． １ ～ ２ ０
ｍ ｏ ｌ ％ と す る こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ５ ～ １ ５ ｍ ｏ ｌ ％ 、 特 に 好 ま し く は
１ ～ １ ０ ｍ ｏ ｌ ％ で あ る 。 か か る 化 合 物 （ iii） の 含 有 量 が ０ ． １ ｍ ｏ ｌ ％ 未 満 で は 得 ら
れ る １ ， ２ － ジ オ ー ル を 側 鎖 に 有 す る Ｐ Ｖ Ａ 系 樹 脂 の 架 橋 剤 等 と の 反 応 性 が 低 く 、 水 溶 液
の 粘 度 安 定 性 に も 劣 り 、 更 に は 高 速 塗 工 時 の 塗 工 性 に も 改 善 効 果 は 認 め ら れ ず 、 ２ ０ ｍ ｏ
ｌ ％ を 越 え る Ｖ Ａ 系 樹 脂 の 結 晶 性 が 低 く 成 り す ぎ る た め か 、 耐 水 性 が 低 下 し 好 ま し く
な い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 方 法 に お い て 、 重 合 時 の モ ノ マ ー 成 分 の 仕 込 方 法 と し て は 、 一 括 仕 込 み 、 分 割 仕 込 み
、 連 続 仕 込 み 等 の 方 法 が 採 用 さ れ る こ と が 好 ま し く 、 滴 下 重 合 も 行 う こ と は 可 能 で あ る 。
ま た 、 重 合 触 媒 の 使 用 量 に つ い て は 、 ア ゾ イ ソ ブ チ ロ ニ ト リ ル や 過 酸 化 ア セ チ ル を 用
い る 場 合 、 ビ ニ ル エ ス テ ル 系 モ ノ マ ー （ i） に 対 し て ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ７ ｍ ｏ ｌ ％ と す る こ
と が 好 ま し く 、 特 に は ０ ． １ ～ ０ ． ５ ｍ ｏ ｌ ％ と す る こ と が 好 ま し い 。 な お 、 共 重 合 モ ノ
マ ー と し て 化 合 物 （ iv） を 用 い た 場 合 に は 、 当 然 の こ と な が ら 、 脱 炭 酸 す る こ と な く １ ，
２ － ジ オ ー ル 基 を 有 す る Ｐ Ｖ Ａ 系 樹 脂 を 得 る こ と が で き る 。
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